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　たとえば、ある企業から、他県にある
工場を閉鎖して富山市の工場に集約し
たいという申し出がありました。その企業
の労務担当役員の方から聞いた話では、
工場の職員の奥様たちと富山市をこっそ
り2度ほど視察し、市の公立中学校の自
由通学制度をはじめ、さまざまな政策を
総合的に調査して決めたそうです。
　企業が工場などの移転先を決めると
き、普通は質のいいサプライヤーがいる
ことや、物件の条件がよいことなどが決
め手となるでしょう。しかし、今の企業
経営者の多くは、大切な社員が単身で
行くような都市ではなく、家族を伴って

安心して転勤できる都市に移転先を求
める方向にシフトしていると思いました。
　富山市を工場の移転先として検討し
てもらうとき、「映画館やコンサートホー
ルがあるのか」と思われるようではダメ
ですし、文化水準に加え、教育水準の
高さや福祉の充実度も求められるでしょ
う。こうした要素を満たす、総合力のある
地方都市をつくる必要があり、その1つが

「住みよいまち」づくりだと考えています。
小宮山　工場では、どんどん人が減っ
ています。生産性の向上、設備の省
力化が進み、雇用も少なくなっている。
GDPに占める製造業の割合も、日本

──課題先進国ニッポンと高齢化問題

小宮山　日本は貧しかった時代から、経
済成長を成し遂げ、公害問題やエネル
ギ−問題なども克服してきました。こうし
た大きな問題をいち早く乗り越えてきた
のが私たち日本です。経済的に豊かに
なり平均寿命が延びたからこそ、地球
環境や高齢化など新しい問題が出てき
たわけです。出生率の低下も豊かな国
に共通する問題です。日本の人口はす
でにピークを過ぎており、2050年には
およそ9,000万人にまで減少するといわ
れています。
森　地方は高齢化も人口減少も先行し
て進んでいます。大都市はこれから急激
に高齢化しますが、首都圏の人口の吸
引力は高いので、人口は約3,000万人
からは大きく減ることがないと思います。
そうだとすると、地方だけで9,000万人
が6,000万人に減る。３分の２になると
いう計算です。
　全国の地方都市はこれを見据えて、

「いま何をすべきか」を真剣に考え、政策
を進めていかなければなりません。いま
手を打っておかないと、今後大きな差が

出てくることになるでしょう。
小宮山　そのとおりだと思います。21世
紀は、世界規模で地球温暖化や高齢化
といった問題に直面する時代です。経
済も大量生産・消費ではなく、持続可
能なものをつくっていかなければなりま
せん。こうした現状のなか、日本の地方
は高齢化が先行していますが、自然エ
ネルギーなど持続可能な資源に恵まれ
ています。これをどう活かすか。21世紀
の課題を解決していくチャンスがあるの
は「地方」であり、これからの地方は世界
のなかでも先進的な社会モデルを構築
できる可能性があるといえるでしょう。

──「住みよいまち」をつくる

森　現在、富山市が取り組んでいるのは
「住みよいまち」をつくることです。やはり
高齢者が増えるので、まちづくりの方針は
シンプルなこの言葉に尽きるといえます。
　｢住みよいまち｣ づくりにおいて、最も
重要なのは「雇用」と考えており、これこ
そが安定的に人口を吸引する源となりま
す。ただし、これまでのような企業誘致を
しようとするわけではありません。
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では20％台です。しかし、モノが豊かに
なれば、次の段階として、教育、文化、
娯楽などサービスの分野でのニーズが
高まり、そこに産業が生まれ、その周辺で
雇用が必要になる。このような循環をつ
くっていかなければなりません。

──公共交通を中心としたまちづくり

森　地方の現状を見ると、多くの都市は
クルマさえあれば暮らしやすい、拡散

型のまちづくりをおよそ40年間行ってき
ました。その結果、高齢者が増えたこと
で、不便で暮らしにくいまちになりつつ
あります。これからはクルマだけではなく、
公共交通も使う都市構造にシフトさせて
いくべきです。同時に、まちの中心部を
魅力あるものとし、住宅も整備していく
必要があるでしょう。
小宮山　まさに、コンパクトシティという
考え方そのものですね。富山市は「環
境都市」としても知られていますが、どの
ような取り組みを行っているのですか。
森　公共交通のブラッシュアップ、公
共交通の便利なエリアへの市民の誘導、
市の中心部を魅力的にする。この3つを
同時に進めています。公共交通につい
てはLRT（次世代型路面電車）を導入し、
パークアンドライドを実践しています。こ
れによりCO2削減にも貢献しています。
小宮山　地方の公共交通は採算が合わ
ずに本数が減らされ、その結果、利用
者が減り、最後には撤退しているところ
が全国で多く見られます。
森　採算だけを考えて切っていくと、公
共交通は全部なくなり、とても暮らしにく

いまちになってしまいます。
　そこで私たちは、公共交通は道路と
同じ「公共財」と捉えるようにしています。
そうすると、道路を整備したり、補修し
たりすることに公費を使うように、公共
交通の維持に公費を使うことにも妥当
性が出てきます。
小宮山　そうした背景があって、富山市
では全国で最初にLRTが運行できたの
ですね。ただ、公共交通の整備、とりわ
けLRTの導入は全国でも検討されてい
ますが、なかなかうまくいきません。成
功のポイントは何でしょう。
森　財源的には恵まれていました。整備
に58億円かかりましたが、もともとJR西
日本の赤字路線でしたから、LRT導入
にあたって約10億円の寄付をいただき
ました。このほかにも支援があり、市の
負担は17億円程度で済みました。これも、
公共財としての公費投入の妥当性を認め
ていただいた結果といえるでしょう。
　公共交通を整備したことで、民間の
再開発事業や設備投資が活発化しまし
た。マンションは販売するとすぐに完売す
る状況で、シネコンの建設も計画してい

るほか、2,200席あるコンサートホール
では本格的なオペラの上演も行っていま
す。オペラの幕間にはワインを販売してお
り、お客様の行列ができます。これらの取
り組みにより、まちの中心部に自然発生
的に市民が集まるようになり、また、クル
マ一辺倒だった市民のライフスタイルも
少しずつ変わり始めています。
小宮山　フランスのストラスブールでも、
都心における自動車利用を制御したこと
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で商店の売り上げが上がったといわれて
います。要するに、クルマではなく「人が
動く」ことが重要なのですね。
　「カネ」は、「量」×「まわるスピード」です。
たとえ人口が3分の2に減ったとしても、
1人の人間が1.5倍外に出て動けば、経
済（消費）は同じ計算になるはずです。そ
の結果、新たな産業や雇用が生まれ、よ
い循環がつくられていくでしょう。
森　高齢者が動く仕組みづくりの1つとし
て、富山市には「おでかけ定期券」があ
ります。これは、郊外と中心商店街の間
のバス料金を距離に関係なく100円にす
るというものです。ただし、郊外と中心商
店街の間にあるショッピングセンターで
降りる場合は正規料金を払っていただ
きます。
　これは表面的には地域の商店街の振
興策なのですが、同時に長寿対策でも
あります。つまり、高齢者の外出機会を
増やし、元気になってもらうことが目的
です。この定期券を使えば、往復200円
で市内の隅々にまで行けるし、商店街
の方 と々ふれあうこともできます。現在、
高齢者の３割が「おでかけ定期券」を所

持しています。
小宮山　公共交通のブラッシュアップは、
大都市ほど難しいかもしれないですね。
東京では今、自転車に乗る人が増えてお
り、安全上の問題があるのですが、自
転車レーンをつくろうと思っても道路が
狭くてできません。
森　富山市の場合、自転車の共同利用
システムもいち早く取り入れました。歩
道が広いため交通環境の整備もやりや
すかったですね。私どもの市は戦争で
空襲にあったのですが、戦災復興の際
に先人が広い道路をつくってくれました。

──高齢者も働くことが生きがいに

森　先日、日本の生活保護の受給者が
200万人を超え、史上最多になったとい
うニュースを見ましたが、富山市は全国
一、生活保護率が低くなっています。私
はこれを富山市のポテンシャルだと思っ
ています。
小宮山　同じ150万円でも、生活保護
でもらうのと、自分で稼ぐのとではまっ
たく異なります。大切なのは、ある程度、
規則的に社会参加ができて、身体を動

日本で初めて導入された本格的なLRT。人と環境にやさしい
公共交通として注目を集めている（上、下右）
LRTのネットワーク図。将来的に他路線との接続も計画され
ており、さらなる利便性の向上と地域活性化が期待されている

（下左）
写真提供：富山市
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かすこともでき、誇りをもって暮らしてい
くことです。それを一言でいうと、やはり

「雇用」ということになるでしょう。これか
らの人口減少社会では、社会参加の動
きをどのようにつくっていくかが重要にな
りそうですね。
森　今の時代、多くの人は「生活してい
くのにいくらかかるから、収入はこれく
らいないとダメ」とか、「収入がないから
結婚できない」「もっと都会で暮らそう」

などと言います。でも、地方ではそんな
にお金がなくても十分に生活していくこ
とができます。
　私は、人口減少社会をよりよく生きる
ヒントは「どうやって収入を得るか」と、

「どれくらいあれば幸せな暮らしができ
るか」ではないかと思っています。富山
市の中山間地域に住んでいる人は、あま
り収入がありませんが、幸せそうに暮ら
している人がたくさんいます。
小宮山　高齢化の進展によって、生産年
齢人口が大きく減少することが不安視さ
れていますが、今の高齢者の体力を見
ると、昔の60歳が今の75歳くらいです。
それならば、みんなが75歳くらいまで働
かないと、よい社会はつくれないと思い
ます。
森　まったくそのとおりだと思います。エ
イジングシフトは確実につくっていかな
ければならないでしょう。
小宮山　75歳まで働く代わりに、給料は
安くてもいい。みんなが少しずつ働き出
せば、社会全体がよい方向に動き出す
はずです。
森　定年になって年金暮らしになったか

市の中心部にある、街なか賑わい広場「グランドプラザ」。一
年を通してさまざまなイベントが行われ、市民がふれあう憩い
の場となっている（上）
自転車の共同利用システム「アヴィレ」も導入。市内各所にあ
るステーションから自由に自転車を利用し、任意のステーショ
ンに返却できる（下左）
特殊プラスチックパネルの上をスケート靴で滑る、冬の人気イ
ベント「エコリンク」（下右）
写真提供：富山市

高齢者の3割が持っている「おでかけ定期券」。往復200円で市
内の隅々にまで行くことができ、高齢者の外出機会が増えている
写真提供：富山市
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らといって、働けないわけではありませ
んからね。富山市では農家の高齢化が
進んでいますが、そのなかには農業の名
人たちがいます。非常に高度な農業技
術をもっており、おいしい野菜をつくるこ
とができるのですが、たとえば大根づくり
の名人は、筋力的な問題で、大根を畑
から抜き、農道まで運んで出荷する作
業ができず、農業が続けられなくなって
しまいます。この結果、何より問題なのは

「技術の伝承」ができないことです。そこ
で、市では農業の学校を開校しました。
小宮山　知の伝承ですね。
森　2年コースが基本で、年間200日く
らいスクーリングを行い、大根やトマト
などをつくります。農業学校の生徒を、
技術のある専業農家（名人）のところに
派遣することもあります。これにより、農
業技術の伝承に加え、高齢者に新たな
生きがいをもってもらうこともできます。
小宮山　高齢学・加齢学の研究によると、
高齢者の知識はずっと伸び続けている
そうです。たとえば、ボキャブラリーは70
歳くらいまで増え続け、その後も落ちま
せん。つまり、高齢者が活きるのは「知

恵を使う場所」なのです。農業というのは、
まさにその適地といえますね。
　富山市の高齢者の医療費はどれくら
いですか。
森　全国的に見て少ないほうだと思いま
す。富山市は介護保険の費用が高いん
です。その理由は、みんな働いているので、
在宅介護をしたくないのですね。なかに
は、要介護2や3なのに施設に入れたい
という人がいます。そこで、市では現在、
介護予防に取り組んでいます。

──マルチハビテーションという暮らし方

小宮山　最後に、これからの富山市の姿
についてお聞きしたいのですが。
森　現在、交通の便利なエリアに住む
市民は全体の28％ですが、今後20年で
それを40％にまで上げたいと思っていま
す。といっても、コンパクトな暮らしだけを
肯定するわけではありません。この目標
が達成できても、60％の市民は郊外に
住むことになります。
　農業や漁業、林業に携わる人、森の
なかでのびのびと暮らしたい人など、市
民には多様な暮らし方があります。郊外

「技術の伝承」を目的に市が設立した農業学校では、高齢者を
中心とする市民が生き生きと身体を動かしている。梨の一次
摘果：5月（上）、ナスの支柱誘引：6月（下左）、ストックの採花：
11月（下右）
写真提供：富山市
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に住む市民には、最低でも1日2回は往
復するデマンドバスを運行して、買い物
や病院への通院などに役立つ支援を行
っていきます。農村地帯では食料を自
給自足していることが多いので、そうした
人たちに魚や干物を届けるような移動
販売も手掛けていきたい。また、防災対
策として集落ごとの長の家に衛星電話を
設置することも考えています。
　それから、小水力発電の整備も進め
ていきます。富山県は海抜3,000ｍか
ら０ｍまでの落差があり、市内の隅 ま々
で引いてある農業用水の高低差を利用
することができます。水力発電を行う水
量は十分にあるので、集落単位で小水
力発電を行うのが夢です。
小宮山　これまで地方の話を中心にして
きましたが、これからは地方と都会、両
方のいいところを引き出して生きること
が重要になるような気がします。
　夏目漱石の小説『三四郎』では、主
人公が熊本から東京に出てくるとき、名
古屋で一泊します。でも、今は飛行機や
新幹線でもっと速く移動できます。情報
交換にいたっては、地球の裏側と簡単

に通信することができる。このように人の
移動や情報の交換を妨げる制約から人
間はかなり自由になりました。
　そして現在、日本全国に800万軒
の空き家があるといいます。それならば、
800万世帯が２軒の家をもってもいいと
思うのです。そんな「マルチハビテーショ
ン」（住居の複数化）という考え方があっ
てもよいのではないでしょうか。
森　その動きは富山市でも出てきていま
す。市の中心部と郊外にそれぞれ家をも
ち、休日に郊外で農業をしたり、あるい
は郊外の広い戸建て住宅に住む人が高
齢者賃貸住宅を借りたりしています。「終
の住処」という日本的な文化が変わって
きているのを実感します。
小宮山　現在の日本は週休2日制ですが、
将来的には週休3日になるのではないか
と私は思っています。すると、平日の4日
間は都会で仕事をして、休日の3日間は
家族と地方でのんびり過ごすこともしや
すくなります。
森　都会の人も地方を楽しみ、地方の人
も都会を楽しむ。マルチハビテーション
は、すごく豊かな社会の姿だと思います。

人口が3分の2に減ったとしても

1人の人間が1.5倍外に出て動けば

経済（消費）は同じになるはず

小宮山 宏

人口減少社会をよりよく生きるヒントは

「どうやって収入を得るか」と

「どれくらいあれば幸せな暮らしができるか」

森 雅志
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